






















































こ だ ま 第１６７号（２００９年１月）
－ ３ －
を２４時間開館することが本当に大学にとって手
放しで歓迎すべきことなのか，という根本的な
問題があります。ご存じのように，ニューヨー
クでは地下鉄が２４時間走っており，深夜でも早
朝でも市民はそれを気軽に利用することができ
ます。というよりも，正確に言えば，２４時間営
業の地下鉄を利用せざるをえない生活スタイル
で市民生活ができあがっているわけです。しか
し，翻って，大学はどうでしょうか？ 少なく
とも本学においては，深夜・未明の活動を研究
や勉学の基本サイクルの中に恒常的に組み込ん
でいるような学生・教職員はいないはずです。
とすれば，たまたま，試験やレポートの直前に
「開いててよかった」という場合もあるかもし
れませんが，しかし，それは翌日の研究や勉学
のことを考えれば，持続可能なスタイルとは言
えないでしょう。ことに，学生にとっての本学
の理念「自学自習」が，一過性の興奮状態で達
成されるわけではなく，落ち着いた持続可能な
プランによって初めて実効的となる，というこ
とは明らかではないでしょうか。したがって，
図書館は，学生のみなさんの「計画に基づく学
習と研究の進展」を支援するのに吝かではあり
ませんが，コンビニのような便利機能を提供す
ることは本義ではないと考えています。
なお，持続可能な「自学自習」の支援という
ことでは，来年度より図書館は，学生のみなさ
んの要望に応えるべく，全学的な理解と協力の
もとに，中央図書館，自然科学系図書館，医学
系分館の３館すべてにおいて，通常期平日夜１０
時までの開館時間の延長を行うことを決定いた
しました。前にも増したみなさんのご利用をお
待ちしております。
ただし，図書館としましては，「２４時間利用
中止」の件につき，とくに学生のみなさんのご
意見を直接に聞く必要があると考えており，平
成２１年１月２８日（水）に，主にこの問題をテー
マとした「図書館長と学生の懇談会」を計画し
ております。２４時間利用中止に限らず，この際，
図書館のさまざまな事柄について，みなさんの
率直なご意見をお聞かせ願えれば幸いです。
以上。
